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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、株式市場の低迷や急速な円高の進行により、企業収益の改善

の速度は鈍り、雇用環境に改善が見られたものの個人消費は力強さに欠け、全体として足元の景気停滞感からの回

復への足取りは鈍いものとなっております。さらには、中国及びアジア新興国の経済の減速などの外的要因もあり

先行きは不透明な状況となっております。

 このような環境の下、当社グループは「安全・迅速・信頼」をモットーに、総合物流業者として社会的貢献を目

途として営業展開を行いました。
 
 当第１四半期連結累計期間におけるセグメントの営業状況は以下のとおりであります。

①海運事業

 内航事業では、前期より続く鉄鋼各社の国内需要低迷に伴う減産や在庫調整により輸送需要が低迷したことで、

売上高1,384百万円（前年同期比8.2％減）、営業利益14百万円（前年同期比72.7％減）となりました。外航事業で

は、ロシア航路が順調に推移したことにより、売上高295百万円（前年同期比8.0％増）、配船効率の向上もあって

収益面は改善し、営業損失11百万円（前年同期は19百万円の営業損失）となりました。

②港運・倉庫事業

 港運事業では、急激な為替変動や国内消費の低迷により輸出入ともに売上高は減少しましたが、管理経費の削減

により、売上高1,016百万円（前年同期比11.2％減）、営業利益11百万円（前年同期比120.9％増）となりました。

倉庫事業では、港運事業の売上高の減少に伴い作業収入が減少したことにより、売上高295百万円（前年同期比

6.4％減）、営業損失８百万円（前年同期は０百万円の営業損失）となりました。
 
 これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高2,991百万円（前年同期比7.7％減）、営業利益６百

万円（前年同期比84.1％減）、経常利益８百万円（前年同期比79.9％減）、特別利益に投資有価証券売却益を31百

万円を計上したことから、親会社株主に帰属する四半期純利益は28百万円（前年同期比0.8％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 資産の部では、流動資産は3,936百万円となり、前連結会計年度末と比較して478百万円増加いたしました。これ

は主に、現金及び預金の増加239百万円、短期貸付金の増加256百万円及び売掛金の減少87百万円等によるものであ

ります。固定資産は7,149百万円となり、前連結会計年度末と比較して457百万円減少いたしました。これは主に、

長期貸付金の減少310百万円、減価償却による有形固定資産の減少85百万円及び投資有価証券の時価の下落による

減少84百万円等によるものであります。

 負債の部では、流動負債は5,358百万円となり、前連結会計年度末と比較して93百万円増加いたしました。これ

は主に、短期借入金の増加101百万円、賞与引当金の増加50百万円、未払金の減少50百万円等によるものでありま

す。固定負債は4,054百万円となり、前連結会計年度末と比較して２百万円増加いたしました。これは主に船舶修

繕引当金の増加15百万円、退職給付に係る負債の増加10百万円及び長期借入金の減少18百万円等によるものであり

ます。

 純資産の部は、1,672百万円となり、前連結会計年度末と比較して75百万円減少いたしました。これは主に、配

当金の支払による減少59百万円及びその他有価証券評価差額金の減少47百万円に対して親会社株主に帰属する四半

期純利益の計上28百万円等によるものであります。

 当第１四半期末における連結ベースの現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ239百万円増加し、当第

１四半期連結会計期間末には、1,835百万円となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成28年５月11日発表の業

績予想から変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,595 1,835 

受取手形及び売掛金 1,525 1,435 

原材料及び貯蔵品 30 28 

前払費用 40 83 

その他 275 564 

貸倒引当金 △8 △9 

流動資産合計 3,458 3,936 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び建物付属設備 4,570 4,570 

減価償却累計額 △2,083 △2,118 

建物及び建物付属設備（純額） 2,487 2,452 

船舶 3,319 3,319 

減価償却累計額 △1,612 △1,656 

船舶（純額） 1,707 1,663 

土地 1,533 1,533 

その他 514 514 

減価償却累計額 △411 △418 

その他（純額） 102 95 

有形固定資産合計 5,830 5,745 

無形固定資産    

その他 140 140 

無形固定資産合計 140 140 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,015 933 

その他 649 358 

貸倒引当金 △28 △28 

投資その他の資産合計 1,635 1,263 

固定資産合計 7,606 7,149 

資産合計 11,065 11,085 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,055 1,010 

短期借入金 4,051 4,152 

未払法人税等 4 10 

賞与引当金 3 54 

その他 151 131 

流動負債合計 5,264 5,358 

固定負債    

長期借入金 3,570 3,552 

船舶修繕引当金 51 67 

退職給付に係る負債 335 346 

その他 93 88 

固定負債合計 4,051 4,054 

負債合計 9,316 9,412 

純資産の部    

株主資本    

資本金 612 612 

資本剰余金 33 33 

利益剰余金 1,074 1,043 

自己株式 △92 △92 

株主資本合計 1,627 1,596 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 173 126 

繰延ヘッジ損益 △52 △50 

その他の包括利益累計額合計 121 76 

純資産合計 1,748 1,672 

負債純資産合計 11,065 11,085 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 3,241 2,991 

売上原価 2,775 2,573 

売上総利益 465 417 

販売費及び一般管理費 425 411 

営業利益 39 6 

営業外収益    

受取利息 3 3 

受取配当金 11 10 

持分法による投資利益 7 4 

その他 6 7 

営業外収益合計 28 25 

営業外費用    

支払利息 23 19 

その他 0 3 

営業外費用合計 23 23 

経常利益 44 8 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 31 

特別利益合計 － 31 

特別損失    

貸倒引当金繰入額 3 1 

特別損失合計 3 1 

税金等調整前四半期純利益 41 39 

法人税等 13 11 

四半期純利益 28 28 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 28 28 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 28 28 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 26 △46 

繰延ヘッジ損益 3 2 

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0 

その他の包括利益合計 30 △44 

四半期包括利益 58 △16 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 58 △16 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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